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 本稿はＩＣＵ日本語教育課程において筆者が 2007 年度（2007 年秋学期～2008 年春学












































 ①新聞記事「天声人語」朝日新聞 2008 年 7 月 26 日朝刊 












































































 ①新聞記事「天声人語」朝日新聞 2007 年 11 月 24 日朝刊 






 ①新聞記事「思わず『へー』明治・大正期の記事・広告」朝日新聞 2008 年 11 月 29
日 
































 1 「カラダに今何が起きているか」他。斎藤隆『身体感覚を取り戻す』177～216 頁。
１～３名 
 2 「おとぎ話の深層」河合隼雄『日本人とアイデンティティー』132～154 頁。２名 
 3 「世界へ出て行く若者たちへ」緒方貞子『私の仕事』281～285 頁。１名 
   「グローバルな人間の安全保障と日本」緒方貞子『私の仕事』237～245 頁。１名 
 4 「脳死判定の落とし穴」村上陽一郎『生と死への眼差し』59～87 頁。 ２名 
 5 「『菜の花』への眼差し」エリス俊子『新・知の技法』165～179 頁。１名 
 6 「国際法と公正」小寺彰『知のモラル』33～48 頁。2 名 
 7 「危機のモラル」船曳建夫『知のモラル』193～208 頁。２名 
 8 「ポップ・カルチャー」根元長兵衛他『文化へのまなざし』110～121 頁。１名 
 
３．４．３．2008 年度の資料 
 1 「カラダに今何が起きているか」他。斎藤隆『身体感覚を取り戻す』177～216 頁。
２名 
 2 「おとぎ話の深層」河合隼雄『132～154 頁。１～２名 
 3 「グローバルな人間の安全保障と日本」緒方貞子『私の仕事』237～245 頁。１名 
 4 「『奇妙なサル』に見る互恵性」長谷川寿一『知のモラル』175～193 頁。１名 
 5 「『菜の花』への眼差し」エリス俊子『新・知の技法』165～179 頁。１名 
 6 「国際法と公正」小寺彰『知のモラル』33～48 頁。１名 
 7 「危機のモラル」船曳建夫『知のモラル』193～208 頁。１名 

















































































 ①新聞記事「グローバル化の招待」（１）朝日新聞 2008 年 3 月 24 日朝刊 
 ②新聞記事「グローバル化の招待」（２）朝日新聞 2008 年 3 月 24 日朝刊 








 ②新聞記事「ネットの功罪」朝日新聞 2009 年 1 月 8 日朝刊、朝日新聞 2009 年 2 月 6
日、日経新聞 2009 年１月 20 日夕刊 
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